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ヒ者、タィ プ 〔こ(」

グに。そ〔ざ・糸内i、 しヽゎし、太刀〔?、
もごうこんなt゛

材料 (2人亦)

漆のお2の内憚J上 揺 4本小

ボ

ψ詢玄
ょ

あさりの1く痛、仏弟)
ニ フ
お御 で'

もセじ

1ム

1ネ

イ:授

フ
゜
(ご (3

う薄ざtカッォ、aえ、員
はりれd撃 、しそなど

P

1、 ニラはき,ヒ 九 ぃ、4cハつ

長 さ〔こt/7う。

2、 耐熱 各基 にニラ(と 榛ヽ
し)

t入れて、上ttあさりt
ラすごとη`けてラッ7°する。

3、 ,oo Ⅳの電子じガ
｀
ざ

約 3分 ″口熱する。

、名自.
くこの久、

鰈陽虚 9/プ こヨ J

(ま ち

意て
｀
あ指の問

経える

つグ●

ち

ョ

、つ

し

ば

加

つ
迄

ホ ーム A° ヽ ブ〔ミ、鷺、渚著あ
リニッ クざ t几 ろ が

｀
で
｀
せ

声」を
ます

塁Zi量デザま{ltttit,シ
す毛ン
蛉


